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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 68,304 4.3 3,166 102.0 3,258 141.7 1,581 89.6
26年3月期第2四半期 65,463 16.7 1,567 △42.8 1,348 △48.9 834 △58.7

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 4,406百万円 （52.8％） 26年3月期第2四半期 2,883百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 15.59 ―
26年3月期第2四半期 8.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 153,269 114,472 74.0 1,118.85
26年3月期 149,732 111,299 73.7 1,088.15
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 113,447百万円 26年3月期 110,336百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 6.00 6.00 6.00 6.00 24.00
27年3月期 6.00 6.00
27年3月期（予想） 6.00 6.00 24.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 5.0 6,500 47.3 6,000 34.8 3,700 118.2 36.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対す
る四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」の[連結業績予想]をご覧ください。 
・決算補足説明資料は平成26年10月27日(月)に当社ホームページに掲載いたします。 
・当社は、平成26年10月28日(火)にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホーム
ページに掲載する予定です。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 123,072,776 株 26年3月期 123,072,776 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 21,676,836 株 26年3月期 21,675,344 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 101,396,755 株 26年3月期2Q 101,399,914 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間の売上は、日本では消費税増税後の反動の影響を新製品や基盤製品の拡販などでカバ

ーし、欧州は減速した地域はあったものの概ね緩やかな回復を示し、北米では住宅投資の回復を背景に伸長、アジ

ア、豪州においても概ね堅調に推移しました。加えて、為替が想定より円安に推移したことなどから、売上高は

６８３億４百万円（前年同期比４％増）となりました。

 利益面においては、利益の源泉である新製品の積極的な拡販や総コストの低減などに努めた結果、営業利益

３１億６千６百万円（前年同期比１０２％増）、経常利益３２億５千８百万円（同１４２％増）、四半期純利益

１５億８千１百万円（同９０％増）と大幅に改善しました。

 

［セグメント別状況］

①電動工具事業

 日本においては、消費税増税後の反動の影響を受けたものの、新製品の高圧コンプレッサやリチウムイオン電池

搭載製品など当社のコアであり得意とする基盤製品の積極的な拡販や販路の強化に努めたことなどにより、売上高

は前年同期比横ばいとなりました。

 欧州地域においては、ロシアが通貨下落やウクライナ情勢の影響から減速し、一部西欧にもその影響が波及しま

したが、景気が拡大しているイギリスが伸長し、東欧、南欧が回復基調を持続、さらには為替が円安に推移したこ

となどから、売上高は前年同期比５％の増加となりました。

 北米地域においては、住宅投資の回復を背景に、当社が強みをもつ空気工具を積極的に拡販したことやホームセ

ンタールートでの取引深耕を図ったことに加え、為替が円安に推移したことなどから、前年同期比７％の増加とな

りました。

 アジア、その他の地域においては、一部減速傾向の地域があるものの、販路の見直しが奏功した中東が大幅に伸

長したことや豪州、インドが好調を持続したことなどから、前年同期比１０％の増加となりました。

 以上の結果、当事業の売上高は、６６４億５千２百万円（前年同期比５％増）となりました。営業利益について

は、新製品の積極拡販およびそれに伴う生産増による回収益増、原価低減をはじめとした総コストの低減などによ

り、２９億６千９百万円（前年同期比１１１％増）と大幅に改善しました。

②ライフサイエンス機器事業

 国内外で大学・官公庁の研究施設への営業活動や更新需要の掘り起し、大型展示会での積極ＰＲなどに努めたも

のの、日本での消費税増税後の反動や欧米での競争激化、中国市場の減速などから厳しい状況となりました。

 その結果、当事業の業績は、売上高は１８億５千２百万円（前年同期比３％減）となりましたが、営業利益につ

いては原価低減に努めたことなどにより１億９千７百万円（同２２％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期における総資産は、１，５３２億６千９百万円であり、前連結会計年度末と比べて３５億３千７百

万円の増加となりました。このうち、流動資産は１,２６１億１千万円であり３３億７千２百万円増加しました。

これは主に、現金及び預金が増加したことなどによるものです。

 負債は、３８７億９千７百万円であり３億６千４百万円増加しました。これは主に、未払費用が増加したことな

どによるものです。

 純資産は、１，１４４億７千２百万円であり３１億７千３百万円増加しました。これは主に、為替換算調整勘定

が増加したことなどによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権の回収促進などにより４０億７千１百万円の収入とな

りました。

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得による支出などにより１４億４千５百万円

の支出となりました。

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、配当金の支払いなどにより５億３千２百万円の支出となりまし

た。

 以上の結果により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前連結会計年度末残高から３２億１百万円増加

し、３５１億２千１百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当面の経済環境をみますと、日本経済は、住宅投資減速の影響が懸念されるものの本年４月の消費税増税による

マイナス影響からは徐々に脱却していくと思われ、北米経済についても、住宅投資や個人消費が底堅く推移してい

ることなどから回復基調は持続すると見込まれております。一方、緩やかながら回復基調にあった欧州経済は、再

び足踏み状態になりつつあり、新興国では、一部景気の鈍化が予測される地域がみられます。加えて、為替が不安

定な動きを示していることなどから、当社を取り巻く経営環境は予断を許さない状況にあります。

 このような状況下、当社グループは以下の施策によって業績向上をめざしてまいります。

 

［当社グループの施策］

 電動工具事業では、世界市場を日本、欧州、米州、アジア・オセアニアの４つに分けた世界４極体制のもと、各

極の地域ニーズを踏まえた注力すべき製品の選定および開発、営業力の増強や販路の拡充など、物量および利益の

拡大が見込める市場への経営資源の選択と集中により、業績の向上を図ってまいります。製品面では、高付加価値

製品の需要が多く市場規模の大きな先進国向けを中心に、ブラシレスモーターや低振動システム、アルミ二重絶縁

構造、低騒音など、当社独自技術を駆使し操作性や堅牢性を重視した新製品を継続投入してまいります。さらに、

日本をはじめ先進国でユーザーの選択基準である外観のデザインや色調なども重視し、日欧のデザイン賞受賞を弾

みに、他社との差異化を図った製品の開発に引き続き努めてまいります。

 ライフサイエンス機器事業では、主要取引先である大学・官公庁研究施設への営業強化、超遠心機や高速冷却遠

心機の新製品ＰＲ、海外販売ルートの強化などに努め、売上確保を図ってまいります。また、既存のバイオ分野の

顧客に加え、着実に伸長している材料系顧客のさらなる開拓および取引深耕にも積極的に取り組み、事業規模の一

層の拡大を図ってまいります。

 一方、収益に関しましては、販売物量の拡大、競争優位で高付加価値な新製品の継続投入、最適生産の見直しな

どコスト構造改革の継続推進、連結損益を意識した取組みの強化などをグローバル規模で実施することにより、収

益力のさらなる強化をめざしてまいります。

 

［連結業績予想］

 通期の連結業績予想は、平成２６年１０月２４日に「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表しましたとお

り、日本の住宅投資減速やロシアを含む欧州の景気減速懸念などが下期業績に及ぼす影響が不透明なことから据え

置き、次のように見込んでおります。なお、第３四半期以降の為替レートも変更せず、１米ドル９８円、１ユーロ

１３０円を前提としております。

（単位：百万円）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

 平成２７年３月期 通期 140,000 6,500 6,000 3,700
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金計算をすると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,318 21,556 

預け金 13,602 13,565 

受取手形及び売掛金 39,589 38,237 

たな卸資産 46,366 47,942 

繰延税金資産 2,766 2,855 

その他 3,213 3,124 

貸倒引当金 △1,116 △1,169 

流動資産合計 122,738 126,110 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,841 9,614 

機械装置及び運搬具（純額） 3,515 3,519 

土地 2,083 2,080 

その他（純額） 1,908 2,280 

有形固定資産合計 17,347 17,493 

無形固定資産    

のれん 4,175 4,036 

その他 1,698 1,920 

無形固定資産合計 5,873 5,956 

投資その他の資産    

投資有価証券 880 948 

繰延税金資産 2,216 2,098 

その他 678 664 

投資その他の資産合計 3,774 3,710 

固定資産合計 26,994 27,159 

資産合計 149,732 153,269 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,743 8,812 

短期借入金 10,753 11,432 

未払費用 8,187 8,865 

未払法人税等 836 1,188 

役員賞与引当金 33 17 

資産除去債務 27 119 

その他 3,158 3,418 

流動負債合計 32,737 33,851 

固定負債    

役員退職慰労引当金 230 208 

退職給付に係る負債 5,016 4,436 

資産除去債務 243 119 

その他 207 183 

固定負債合計 5,696 4,946 

負債合計 38,433 38,797 

純資産の部    

株主資本    

資本金 17,813 17,813 

資本剰余金 21,558 21,558 

利益剰余金 88,746 89,111 

自己株式 △13,638 △13,639 

株主資本合計 114,479 114,843 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25 68 

為替換算調整勘定 △2,498 18 

退職給付に係る調整累計額 △1,670 △1,482 

その他の包括利益累計額合計 △4,143 △1,396 

少数株主持分 963 1,025 

純資産合計 111,299 114,472 

負債純資産合計 149,732 153,269 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 65,463 68,304 

売上原価 43,890 43,942 

売上総利益 21,573 24,362 

販売費及び一般管理費 20,006 21,196 

営業利益 1,567 3,166 

営業外収益    

受取利息 120 131 

受取配当金 9 10 

不動産賃貸料 188 183 

その他 143 126 

営業外収益合計 460 450 

営業外費用    

支払利息 99 94 

為替差損 317 63 

固定資産除却損 65 29 

不動産賃貸費用 89 76 

その他 109 96 

営業外費用合計 679 358 

経常利益 1,348 3,258 

特別損失    

事業構造改革費用 － 325 

特別損失合計 － 325 

税金等調整前四半期純利益 1,348 2,933 

法人税等 480 1,315 

少数株主損益調整前四半期純利益 868 1,618 

少数株主利益 34 37 

四半期純利益 834 1,581 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 868 1,618 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 62 43 

為替換算調整勘定 1,709 2,557 

退職給付に係る調整額 244 188 

その他の包括利益合計 2,015 2,788 

四半期包括利益 2,883 4,406 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,814 4,328 

少数株主に係る四半期包括利益 69 78 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,348 2,933 

減価償却費 1,558 1,338 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △195 △304 

受取利息及び受取配当金 △129 △141 

支払利息 99 94 

売上債権の増減額（△は増加） 393 1,643 

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,489 △814 

仕入債務の増減額（△は減少） △71 △1,263 

未払金の増減額（△は減少） 46 166 

未払費用の増減額（△は減少） 222 531 

その他 △1,425 972 

小計 6,335 5,155 

利息及び配当金の受取額 128 141 

利息の支払額 △100 △93 

法人税等の還付額 205 85 

法人税等の支払額 △927 △1,217 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,641 4,071 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の売却による収入 5 － 

有形固定資産の取得による支出 △891 △1,096 

有形固定資産の売却による収入 6 3 

無形固定資産の取得による支出 △255 △374 

その他 194 22 

投資活動によるキャッシュ・フロー △941 △1,445 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,070 738 

配当金の支払額 △1,213 △1,217 

その他 △31 △53 

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,314 △532 

現金及び現金同等物に係る換算差額 601 1,107 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,987 3,201 

現金及び現金同等物の期首残高 29,026 31,920 

現金及び現金同等物の四半期末残高 31,013 35,121 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

 

報告セグメント

調整額
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
(注)

電動工具
(百万円)

ライフ
サイエンス

機器
(百万円)

小計
(百万円)

 売上高          

 (1) 外部顧客に対する売上高 63,556 1,907 65,463 ― 65,463

 (2) セグメント間の内部

   売上高又は振替高
― ― ― ― ―

計 63,556 1,907 65,463 ― 65,463

 セグメント利益 1,405 162 1,567 ― 1,567

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上高に関する情報

日本
（百万円）

アジア
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

北アメリカ
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

20,584 5,538 21,410 13,975 3,956 65,463

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

 

報告セグメント

調整額
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
(注)

電動工具
(百万円)

ライフ
サイエンス

機器
(百万円)

小計
(百万円)

 売上高          

 (1) 外部顧客に対する売上高 66,452 1,852 68,304 ― 68,304

 (2) セグメント間の内部

   売上高又は振替高
― ― ― ― ―

計 66,452 1,852 68,304 ― 68,304

 セグメント利益 2,969 197 3,166 ― 3,166

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上高に関する情報

日本
（百万円）

アジア
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

北アメリカ
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

20,612 6,040 22,441 15,007 4,204 68,304

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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